
第 26 号様式（第 63 条関係） 

令和６年度 指定管理者モニタリングレポート 

 

施 設 名 鹿屋市串良温泉センター 

所 在 地 鹿屋市串良町下小原3948番地１ 

指定管理者 

名 称： 株式会社グッドスタッフ     

代 表 者： 代表取締役 日野 源男     

住 所： 熊本県菊池郡大津町686番地１   

連 絡 先： 096-213-0051          

モニタリングの 

実施経過 

●月例報告（毎月） 

●現地調査（随時) 

●その他（ご意見ポストの設置） 

●事業決算の確認 

●利用者アンケート（随時） 

 

担当部課 

（問合せ先） 
保健福祉部 健康増進課  電話 41－2110  内線 3062 

 

【モニタリングの総合評価】 

令和６年度は、現指定管理者による指定管理期間５年間の４年目に当たり、利用者

の体調不良時には迅速に対応し、突発的な不具合等があった際には密に報告を行う等、

管理業務及び運営業務を誠実に実施されていた。 

令和６年度の利用者数は184,215人であり、令和５年度の利用者数182,043人と比較

して2,172人の増加となり、平成20年の184,348人に続き過去２番目に多い利用者数と

なった。湯遊ランドあいらの休館による影響もあるが、各種イベント開催以外にも、

他施設のイベントへの串良温泉センタースタッフが参画する等、現指定管理者の営業

努力が大きく貢献した。今後も地域に親しまれ、継続的に憩いの場として利用できる

施設であることに加え、串良地域以外の客層獲得等、更なる利用促進に向けた取組も

求められる。 

一方、築17年を迎えた当施設は、老朽化により様子観察中の設備や利用頻度が多い

ことによる突発的な不具合等、修繕対応が年々増加する傾向にあり、施設管理の専門

性を求められることが多くなっている。 

 

【今後の業務改善に向けた考え方】 

≪指定管理者が実施・検討する事項≫ 

・固定客以外の新規の利用者数を増加させるための運営事業の企画及び実施。 

 

≪施設所管課が実施・検討する事項≫ 

 ・施設の経年劣化等に応じた修繕等、適切な施設管理に関すること。 

 ・施設の設置目的や利用者のニーズに沿って利用促進を図ること。 

 

 

 



 

⑴基本的な考え方（施設の性格･目的等との合致、市民の平等な利用の確保、施設の効用発揮） 

①合目的性・公平性・効果性 

温泉の管理に加えて健康教室を定期開催する等、市民の健康増進に寄与した取組が

行われた。 

⑵業務内容 

①機能性・独創性（事業への具体的な取組み方） 

通常の温泉センター管理・運営業務に加え、バラ・ひのき湯等のイベント湯や冬至

のゆず湯設置等、季節に応じた利用促進を図る取組が行われた。 

 また、イベント時に指定管理者が指定管理を行っている他地域の特産品の販売や、

２年連続でカラオケ大会等を行う等、利用者の満足度を向上させるための独自の取組

が行われた。 

②責任性・実行性（施設の運営体制や組織） 

運営体制として、本部４名、受付４名、清掃（館内）６名、清掃（夜間）３名、レ

ストラン３名のシフト制を用いた勤務体制により、円滑な管理運営が行われた。 

③明瞭性・規律性（適正な事務や経理） 

浴槽水塩素濃度や機械設備の日常点検記録表、外部委託業務の契約関係書類、現金

出納簿等が整備されており、適正な事務や経理が行われた。 

④安全性（安全管理・緊急時等の対応） 

急患又は心肺停止の利用者への対応を想定し、ＡＥＤ及び心肺蘇生その他119番通報

等、年２回の訓練を実施し、利用者の安全管理に配慮した取組が行われた。 

⑤社会性（環境等への配慮） 

事務用品の再利用、紙の節約などを徹底し、引き続き環境に配慮した取組が行われ

た。 

⑶事業収支 

①経済性 

令和５年度の収支は、3,342,375円となっており、令和５年度の3,506,328円と比べ

163,953円の減収となった。利用者数は増加したが、電気代高騰の影響によるものだと

思われる。 

⑷団体の経営状態 

①経営の健全性 

串良温泉センターは４年連続で収支が改善しており、団体としての経営は概ね健全

であると判断する。 

 



第 27 号様式（第 63 条関係） 

施 設 概 要 調 書 

 

１ 施設の概要 

施 設 名 鹿屋市串良温泉センター 所管課：健康増進課 

所 在 地 
鹿屋市串良町下小原3948番地１ 

設置年月日： 

平成20年４月１日 

設 置 目 的 市民の健康の維持増進を図り、地域間の交流に寄与する。 

設置の根拠 

（法令、条例等） 

鹿屋市串良温泉センター条例 

施設の概要 設備の概要 敷地面積 6,029㎡ 

延床面積 1,365㎡ 

《有料》 

利用料金（単位：円） 

 
１回 

入浴 

１日 

入浴 

回数券 

11枚綴 

年 間 

会員券 

家族風呂 

１時間 

大人 330  550 3,300 44,060 

 1,100 中人 150 260 1,440 ― 

小人 無料 無料 ― ― 

※大人＝中学生以上、中人＝小学生、小人＝未就学児 

事 業 概 要 （１）管理業務 

（２）運営業務 

 

２ 経営分析評価指標 

①事業収支 3,342,375円 ④外部委託費比率 1.3％ 

②利用料金比率 64.0％ ⑤利用者あたり管理運営コスト 450.3円/一人 

③人件費比率 38.6％ ⑥利用者あたり自治体負担コスト 90.3円/一人 

※ 少数点第２位四捨五入 

 

３ 運営状況 

項目 実施計画（事業計画書より） 実施内容（実績） 

開館日数 341日 340日 

開館時間 午前７時～午後９時（14時間） 午前７時～午後９時（14時間） 

事業開催 ●カラオケ大会 

 

 

●健康体操教室 

 

●風呂の日感謝祭 

 

 

●家族風呂感謝祭 

 

●ポイントサービス 

 

 

●商品販売 

 

●11月16日第2回グッドスタッフ

杯南九州大会実施参加多数で盛

況に終了今後継続開催。     

●お客様からの要望もあり健康

体操教室を毎週金曜日に実施 

●イベント湯を毎週金曜日に開

催週替わりでバラの日、ひのきの

日。また冬至の日はゆず湯提供。 

●スタンプカードポイント２倍

を実施 

●弊社管理温泉施設共通利用ス

タンプカード実施、ポイントによ

り無料入浴サービス 

●各施設より物産を仕入地元の

お客様にアピールしながら商品



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●福祉施設等の製品販売 

 

のイベント販売実施 

●その他実施イベント 

・飲み物プレゼント 

子供の日（小学生以下） 

母の日、父の日、敬老の日 

・「七夕飾り」イベント 

７月2日～3１日まで。短冊を準

備 希望者に願い事を書いて

もらい飾りました。 

・「敬老の日」イベントとして・

飲み物プレゼント。 

・露天風呂イルミネーション設置

（12月8日～2月22日） 

・法面イルミネーション設置（串

良がんばる会、下小原故郷の会）

協賛（12月8日から2月22日） 

・「館内」クリスマスツリー設置

（12月1日から12月25日） 

・和洋大浴場イベント湯（12月21

日ゆず湯） 

・1月11日鏡開きにぜんざいを入

浴者に無料配布。 

・2月25日やねだん棒踊り来場エ

ントランス広場で披露され、寸志

協賛。 

 

 

●肝付町の天上会が経営する 

福祉施設パン工房こかげ（知的障

害をもった方が８名就業）の商品

販売を実施。 

 



４ 利用実績 

項目 実施計画（事業計画書より） 実施内容（実績） 

大人 

(中学生以上) 

１回入浴 

146,000人 

91,511人 

１日入浴 102人 

回数券 21,953人 

計 113,566人 

小人 

(小学生) 

１回入浴 3,878人 

１日入浴 0人 

回数券 363人 

計 4,241人 

家族風呂 3,095人 

保養券入浴 13,662人 

年会員 45,017人 

その他（無料開放） 2,462人 

合  計 146,000人 182,043人 

 



５ 事業収支                        （単位：千円） 

項目 実施計画（事業計画書より） 実施内容（実績） 

指定管理料 4,901 4,901 

利用料金 39,675 55,225 

売店 16,092 16,251 

その他 1,100 1,830 

食堂収入 9,075 8,084 

収入計（Ａ） 70,843 86,291 

人件費 28,332 31,994 

消耗品費 2,274 2,951 

売店仕入 11,747 13,701 

食堂仕入 3,074 3,702 

光熱水費 15,164 18,722 

燃料費 110 0 

修繕費 330 381 

広告・イベント費 429 184 

通信運搬費 292 126 

旅費交通費 110 102 

事務費 154 116 

保険料 150 142 

手数料 50 54 

保守保全費 1,972 2,530 

委託料 478 1,040 

使用料 1,377 642 

本社管理費 1,320 2,600 

備品購入費 330 0 

雑費 550 243 

行政目的外使用料 135 135 

公租公課 2,465 3,583 

支出計（Ｂ） 70,843 82,948 

収支（Ａ）－（Ｂ） 0 3,343 

 



第 28 号様式（第 63 条関係） 

指定管理者自己評価表 

7 年 5 月 16 日 

 

指定管理者 株式会社グッドスタッフ     

 

施 設 名 鹿屋市串良温泉センター     

 

確認事項 自己評価 

履行 

確認 

１ 協定書、仕様書及び事業計画書に基づいた管理運営を行っている

か 
３・２・１ 

執 

行 

体 

制 

２ 人員の配置が適切であるか ３・２・１ 

３ 従業員に対し、業務に必要な研修や教育を適切に行っているか ３・２・１ 

４ 就業規則等を遵守し、雇用者の労働環境を確保しているか ３・２・１ 

５ 個人情報の取扱いは適切に行っているか ３・２・１ 

安

全

対

策 

６ 危険箇所の把握及び点検を行い、利用者等の安全安心に努めてい

るか 
３・２・１ 

７ 防犯、防災対策等の危機管理体制は適切であるか（緊急連絡網や

初動対応要領の作成等） 
３・２・１ 

サ 

勖 

ビ 

ス 

の 
質 

８  親切丁寧な接客に努めているか ３・２・１ 

９ 利用者からの苦情等に対し適切に対応しているか ３・２・１ 

10 特定の者に有利又は不利な取扱いをしていないか ３・２・１ 

11 サービス向上及び利用促進のための取組を行っているか ３・２・１ 

報
告
事
項 

12 利用者の満足度調査（聞き取りを含む）等を行っているか ３・２・１ 

13 施設の破損及び異常について、速やかに対応し、市へ報告してい

るか 
３・２・１ 

経
営
状
況 

14 利用者数や稼働率等は適切な水準であるか ３・２・１ 

15 事業収支は妥当であるか ３・２・１ 



総 合 

評 価 

(所感) 

 健康増進・市民サービス向上策として、「簡単なストレッチ」ヨガを取

り入れた「健康体操教室」、「年初ぜんざい」でのおもてなしを実施、グ

ッドスタッフ杯南九州カラオケ大会決勝（えい中央温泉センター、ふれあ

いセンターわくわく川辺、入来温泉湯之山館、高山温泉ドーム、参加５施

設）をやねだん町内会長の豊重様の協力を頂き、串良さくら温泉の大広間

にて、２年連続になりますが、盛大に開催しました。肝付ドームにて開催

のペットボトルロケットコンテストに積極的に参加協力しました。休憩施

設として、キッズコーナーを設置して、お子様連れのお客様に喜んでいた

だきました。また、イルミネーション関係についても串良がんばる会、下

小原故郷の会を中心に南斜面に設置、クリスマス飾り、露天風呂イルミネ

ーションと合わせて設置しました。地域貢献と来店のお客様に喜んでいた

だけるなど、年間を通じて自主事業（イベント等）を施設に定着できるよ

うに実施してまいりました。 

広報活動に関しましては、鹿児島県内は元より九州各地、遠くは群馬県、

青森県まで、物産販売を通じて広く広報活動に努めてきました。主要販売

品の中には埼玉県鳩山町の鳩豆うどん等、全国各地の物産を販売、地域の

方々に喜ばれています。 

また同じ鹿屋市管轄の湯游ランドあいらがリニューアル工事で休みに入

っているために、入浴客はほぼ前年並みでした。結果前年を利用者ではや

や上回りました。令和６年度の営業日数では入れ替えなどはありましたが、

総日数では台風の影響による１日減で、利用者に迷惑をお掛けしない営業

ができたと思います。 

施設設備の不備故障への対応については、鹿屋市担当課様のご支援・ご

協力を頂きながら、迅速な対応ができたと思っております。利用者の皆様

からは高い評価を頂いたと思います。 

ご利用の皆様へ快適な施設をご利用いただくため、入浴者のマナー向上を

目的とした、マナー向上月間を２回実施いたしました。 

送迎の回数については自社所有の7人乗りミニバンにて対応しましたが、

串良町中山地区の老人会のみ1回/月で送迎マイクロバスの必要性を感じた

ところでした。 

スタッフの手が行き届いた室内環境の維持・再生、笑顔での挨拶とお出

迎えから、お見送りまで、フレンドリーな職員対応でお客様が笑顔でお帰

りになられることを目標に、サービス向上に努めてまいりました。 
【自己評価の採点基準】「３」･･･優 「２」･･･良 「１」･･･可 
※ 総合評価（所感）の欄には、年間を通した指定管理業務において評価できる点や改善点・

反省点を踏まえた所感を記載すること。 

 


